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１．学習の到達目標等

２．学習計画及び評価方法
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教科名 科目名 科 コース

情報 情報Ⅱ 普通 普通

学習の到達目標

「情報Ⅰ」で修得したセキュリティ、デザイン、データ分析、プログラミングの基礎をさらに深化
させる。単なる利用者にとどまらず、自ら価値を創造する「生産者」としての視点を養い、高度な
情報活用能力を確立を目指す。実習では、ビジネス標準のOfficeソフト（Word, Excel,
PowerPoint）に加え、Google ドキュメントやスプレッドシート等のクラウドツールを用いた共同編
集や情報共有についても学び、ハイブリッドな制作スキルの習得を目指す。

教科書・副教材 東京書籍　情報Ⅱ　　，　情報Ⅱ　学習ノート

学習内容 試験・課題・提出物等

1

情報技術およびAI（人工知能）の発展と生活の変化を理解する。情報技術が進歩し，AIを搭
載した情報システムがさまざまな分野で活用されていることを理解する。情報システムによ
る情報の流れと、AIによるデータの分析・活用プロセスを体験し，理解する。

ワークシート
小テスト
ディスカッション

コミュニケーション手段の分類や特徴を意識し，考える。状況に適したコミュニケーション
の手段を考える。情報の抽象化・可視化・構造化を理解する。効果的な情報デザインとはど
のようなものか理解する。

ワークシート
小テスト

メディアの特性について学習する。広告による，メディアの特性を利用したメディアの利用
を知る。学校PRの目的と，コミュニケーションの特徴，メディアの特性から適切な学校PR方
法を検討する。

学校のPRの作品を提出す
る。

データの分類や特性を理解する。
データベース管理システムの特徴を理解する。
構造化データと非構造化データを具体例から知る。

ワークシート
小テスト
学期末考査

効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用について理解し，技能を身につ
けているとともに，情報社会と人との関わりについて理解している。

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ
効果的に用いている。

2

人工知能やロボットなどの情報技術と生活の変化を理解する。身近な情報システムや生成AI
の普及に伴う、著作権や情報の真偽などの倫理的課題について学習する。機械学習と人工知
能についてデータの分析手法の進化から学習する。

文化祭等の学校行事ポス
ターを生成AIで作成

データの収集方法と収集されたデータの整理の仕方や注意点を理解する。データを実際に収
集・整理し、生成AIへの入力や学習データとして活用する方法を身につける。

生成AI技術を用いたデジタ
ルコンテンツの制作・発表

どのような情報技術を活用し，身近な生活を支える情報システムが実現されているかを理解
する。仮想通貨や電子マネーなど，情報システムのサービスの利用が生活に与える効果と影
響を考える。情報システムの信頼性の重要さを理解する。

Excelで作成した課題提出
小テスト

情報セキュリティのための3原則を学ぶ。情報セキュリティを高めるための技術を学習する。
暗号化の技術，特に共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式の仕組み，違いを理解する。

ワークシート
小テスト
卒業考査

情報社会との関わりについて考えながら，問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活
用し，自ら評価し改善しようとしている。

定期試験や授業・課題への取り組みに基づき，知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の各観点を考慮
し，総合的に評価する。

3

アイディア出しやプレゼンテーション、ポスターセッションの仕方を学習する。
ワークシート
発表資料
ポスターセッション

４．学習状況の評価方法

５．担当者からのメッセージ

３．評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度



情報Ⅱの目標達成を目指し、情報に関する科学的な知見と実践力を磨きます。Word、Excel等に加え、Googleの各種クラウド
サービスを使いこなす実習を行い、進学や就職先での多様な環境に対応できる柔軟なコンピュータスキルを身に付けます。


